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  月の科学を行なうSELENE搭載ミッションのひとつに月レーダサウンダ（Lunar Radar 













LRS 観測データの解析手法の研究開発を進めて、これまでに LRS 観測による月地下探査









本稿では、LRS 観測シミュレーションによって実証された LRS 観測データを用いた月










(Beckman and Spizzichino 1963)に基づいて設計された。月表面及び地下反射波データは
パルス圧縮処理を受けた後複素 A-scopeデータとして保存される。この複素 A-scopeデー





































SELENE･………… 高度：月面平均面上空 100km 
速度：1600 m/sec 
観測飛行距離：40km 
月面･………………上層月物質誘電率：  02.00.4 i+
クレータ分布密度：100[km-2] 
平均（全球）面曲率：考慮せず












































 図 2 LRS SAR観測領域のモデル月面の光学画像（上）と LRS SAR画像（下）。 
上図の明度が高く表示された矩形領域は下図の LRS SAR観測領域に対応する。 
下図の SAR画像は９軌道の観測で得られた SAR画像の平均である。SAR解析は原画素
























































本稿では、まず独立した 10の軌道から適当に 13組の軌道の対（軌道間隔 500m、1000m、
1500m）を選び、それぞれの組について上述した SAR解析同様 40m×40mを原画素の大
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位相差は 1対 1対応するが、実際に観測される位相は に限定されて 2πの整数
倍差を認識できないことによる。この問題の解はすでに得られており phase unwrapping 
の方法としてマイクロ波 InSAR観測で実用化されている（Massonnet and Feigl, 1998）。 
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のそれぞれに対し 17×17 画素（680m×680m）の移動平均をとり、13 の InSAR 画像の
平均をとった。図には比較のため、モデル月面の地形高度分布を同様にして示したが、両







メラと LRS InSARの能力の差は歴然としており、LRS InSARの積極的意義はその実験的
試み以外にはないように考えられるかもしれない。しかし、HF 帯電波の地中透過力を考


























 図５ モデル地形標高図（左）とLRS InSAR解析結果の比較。 
図３と同じ領域を拡大して示している。右図は原 InSAR画像に対し 17×17画素（680m










今、月表面上のターゲットの位置を とし、 n番目の観測における からの反射波の
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次に を 0R ( ) ),,( 00 zyxz =≡ 00 RR  
として、 、 を固定して （ターゲット標高）を変化させると、 （ターゲットの
明るさ）が変化するが、式の形から明らかなように、 は 
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なる が実ターゲットの標高となる。 0z
この２D-SAR アルゴリズムにしたがってデータを処理したシミュレーション結果を図
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